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日野町まちづくり出前講座

　滋賀県日野町では、町が行っている仕事の中で、町民の
みなさんが聞きたい内容をメニューから選んでいただき、
町の職員がみなさんの所へ出向いてお話をさせていただ
く「日野町まちづくり出前講座」を実施しており、当町の
ホームページで講座メニューや申込み方法を紹介してい
ます。2019年度は46の講座メニューを設定し、その内の
２つの講座を上下水道課で担当しています。
　今回、町内の自治会から水道についての依頼があり、地
区の集会所において「出前講座」を実施しました。参加さ
れた地区のみなさんは30名で、最初に室内にて、日本ダク
タイル鉄管協会より提供いただいた「僕たち私たちの水
道水」を参照し、当町の水道の仕組み、主要管路および配
水池の位置や各家庭までの水の流れ、地震時の管路の挙
動、今後の管路更新の予定などをパワーポイントを使って
説明しました。その後に、屋外に移動して、給水車からの応
急給水を体験いただき、6kg袋に水を入れて運ぶことの
困難さと水の保管方法を認識していただきました。
　なお、ダクタイル製の耐震管が東日本大震災で被害ゼ
ロであったことを報告した際に歓声が上がったことから、
地区のみなさんには、今回の出前講座で耐震管の強靭性・
信頼性についてご理解いただけたものと考えます。

日野町上下水道課

応援給水の体験（給水車体験）

当町ホームページより

応援給水の体験（飲料水持ち運び）
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京（みやこ）の水道管おそうじプロジェクト

　京都市上下水道局では、初期ダクタイル鋳鉄管（異形
管が鋳鉄製で内面が無ライニング）をはじめとする老朽
管等において、更新までの間も安全・安心な水道水を安
定的にお届けするため、平成２５年度に「京(みやこ)の水
道管おそうじプロジェクト」を発足し、計画的な配水管の
洗浄作業を実施しています。作業は、水道水の使用が少
ない深夜に消火栓やドレン管から放水し、管内流速を増
加させ管内に堆積・付着した鉄錆等の異物を除去してい
ます。作業に伴い濁水の発生が予想される地域におい
ては、事前ににごり水のお知らせを各戸配布し、作業中
の水道の使用を控えていただくなどを呼びかけるととも
に、作業中は、給水車を配備して応急給水体制を確保し
ています。
　昨年度までに69回、計156ｋｍの配水管の洗浄作業
を実施し、今年度においても8箇所で洗浄作業を実施し
ます。さらに、当該プロジェクトは、これまで培ってきた管
路の維持管理に係る熟練した技術をベテラン職員から
若手職員に継承することを目的に、ＯＪＴの機会としても
活用しています。このため、今後も計画的に配水管洗浄
作業を実施していきます。

京都市上下水道局

消火栓からの放水

にごり水のお知らせ

消火栓からの放水

バルブ操作

日頃は，水道事業にご理解とご協力を賜りありがとうございます。

上下水道局では，「京（みやこ）の水道管おそうじプロジェクト」

を平成２５年 月に発足させ，鉄さびの付着によりにごり水が発生

しやすくなっている水道管の洗浄作業を行っています。

洗浄作業は以下の日時で行いますが，これに伴い，一時的に，にごり水が発生するお

それがあります。ご迷惑をおかけしますが，ご協力のほどよろしくお願いいたします。

洗浄作業の日時

令和 元年 ９月１９日（木） 午後 時 から

９月２０日（金） 午前 時頃まで

○ にごり水の発生が予想される地域

（右図参照： の地域）

山科区

大宅打明町，大宅坂ノ辻町，大宅桟敷，

大宅辻脇町，椥辻草海道町，椥辻中在家町，

椥辻東浦町，東野南井ノ上町

の一部

お願い

１． 洗浄作業の時間帯に水道水をお

使いになる場合は，事前にくみ置き，作業時間帯の水道のご使用はお控えいただ

きますようお願いいたします。

２． 受水槽または電気温水器をお使いのお客さまは，にごり水が流入するおそれが

ありますので，流入弁をお締めください。

３． 洗浄作業完了後においても，給水管内に少量のにごり水が残っているおそれが

ありますので，ご注意ください。

お問い合わせ先

京都市上下水道局 東部営業所 ５９２－３０５８

（作業実施課） 水道管路管理センター南部配水管理課

 裏面もご覧ください。

※作業に伴って，断水は発生いたしません。

京都市上下水道局からの お知らせ
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京（みやこ）の水道管おそうじプロジェクト

 
水道管をきれいに洗浄します！
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切迫する南海トラフ巨大地震に備えて

　徳島県企業局では、８月１日（木）に大規模災害発生時
等に工業用水施設が被災した際の復旧に備える研修会
を開催しました。
　この研修会は、徳島県企業局と応急復旧工事に関
する協定を締結している（一社）徳島県建設業協会及び
（一社）徳島県設備業協会並びに相互支援協定を締結
している鳥取県企業局と協定の実効性を高めるため合
同で行っているものです。　　　
　今年度は、吉野川北岸工業用水道を研修の舞台とし
て、日本ダクタイル鉄管協会の御協力のもと「事故等に
おけるダクタイル鉄管・鋳鉄管の補修方法」について御
講演いただいた後、管路の探査、掘削、切断、接続など一
連の復旧について支援企業や職員が実践に近い実地訓
練を行いました。
　徳島県企業局では、「いざ発災時」にも迅速に対応で
きるよう様々な取組を進めています。

徳島県企業局

T O P I C S
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　松山市公営企業局では、親子で楽しみながら「水道」の
重要性を再認識していただくため、水道フェスタを開催し
ています。令和元年度は６月２日（日）に松山市総合コミュ
ニティセンターで「まつやま水道フェスタ２０１９」を開催
し、２，５００人を超える方に来場していただきました。
　当日は、キャラクターショーやマジックショー、そして松
山市水道イメージキャラクター「ぽっちゃん」の着ぐるみも
出演して、水の大切さや水道水の安全性をPRしました。
　毎年大人気の水カフェコーナーでは、水道水で割った瀬
戸内産のレモネードをピカピカ光る電球型の容器で飲ん
でもらうことで、水道水の直接飲料の啓発を行いました。
　また、今年度はエリアを拡大して実施した水道パネル展
では、日本ダクタイル鉄管協会のご協力のもと、耐震管の
模型などを展示し、耐震化の取り組についてわかりやすく
説明することができました。

松山市公営企業局

水道について親子で学ぼう
「まつやま水道フェスタ２０１９開催」

ステージショー

松山市水道イメージキャラクター「ぽっちゃん」

水カフェ

水道パネル展　耐震管の模型等を展示
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松山市水道イメージキャラクター「ぽっちゃん」

水カフェ

水道パネル展　耐震管の模型等を展示
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～佐世保の水道を次の100年へつなぐ～
山の田水系水道施設統合更新事業

　佐世保市は九州の北西端、長崎県の北部に位置し、人
口約24万人余りの中核市であります。明治初期までは4
千人程の半農半漁の一寒村でしたが、明治19年に旧海軍
の鎮守府が設置されると急速に発展し、明治35年に村か
ら一挙に市となりました。
　水道においては、明治22年に鎮守府の設置に伴い軍専
用水道が創設されたのを始まりとし、軍港の発展とともに
拡張してきました。明治40年には市水道が創設され、平成
19年に創設100周年を迎えました。
　現在、佐世保市では100年ぶりとなる基幹施設の更新
を行っております。平成22年度から、浄水場、配水池を順
次更新し、平成２９年度からは配水本管の更新に着手しま
した。施工中である配水本管の整備ではシールド工法を
採用するなど、市民生活への影響にも配慮しながら耐震管
路の構築を進めております。この工区では浄水場敷地を
起終点として、ループ状（反時計回り）に掘進する珍しい
線形となっており、１スパンの掘進で系統の二重化を図る
計画です。
　今後も、市民の皆様に歴史ある佐世保の水道について
理解を深めていただけるよう情報発信に努め、次の100
年につながる事業を進めていきます。

佐世保市水道局

更新した山の田浄水場と配水池

本市初の水道用鞘管シールド工法

掘削が進むシールドトンネル

浄水場から発進しＵターンするルート

更新工事で引上げた14インチ鉄管 ( 明治 39 年製 )
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事業体だよりの原稿を募集します

全国の上下水道事業体では、多種多様な住民広報を実施されています。
このコーナーでは事業体の読者の皆さんが参考になるような取り組みを
ご紹介させていただきます。

※お問い合わせは、協会各支部まで。

文字数 : 300字前後
写　真：数枚

ウォーターギャラリーに出展しました

　日本水道協会関西地方支部総会が7月 24日に大阪
府豊中市で開催されました。関西地方支部では総会の
併催企画として、企業団体の最新技術の展示を行うウ
ォーターギャラリーが毎年開催されています。日本ダク
タイル鉄管協会も参画し、パネルやカットサンプルを展
示して、多くの会議参加者にブースを訪問いただきまし
た。

日本水道協会 関西地方支部
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　みなさんは、「居合道」をご存知ですか。どんな人

達がどういうことをやっているのか、なかなか知ら

れていません。「刀を使う技なんだろうなあ」という

ようなおぼろげな見方が大半と思います。

　居合道は、古来より抜刀術ともいわれ、武士が修

めるべき教養とされる武芸十八般の一つとして、柔

術や弓術、馬術等とともに、剣術とは別個のものと

して挙げられています。

　では、同じ刀を使う武芸である剣術との違いは何

でしょうか。それは、剣術が互いに抜き放った刀で

相対して戦う技術であるのに対し、平時にあって不

意の斬撃に応じて体を捌いて抜刀し相手を制する刀

法である、とされています。いわば護身術なのです。

　とはいえ、現代の日本で護身のために刀を腰に差

して、その辺の道を歩いていたら、たちまち警察に

通報され、逮捕されるでしょう。明治９年の廃刀令

から、すでに 140 年以上が過ぎています。では、居

合道の存在意義はなくなってしまったのでしょうか。

　決してそうではありません。心身を鍛え、礼儀作

法を修める道として、日本の伝統文化の粋として、

居合道の価値は、今なお、厳然と存在するのです。

　私が居合道と出会ったのは、平成 18 年 4 月です。

当時、私は、滋賀県高島県事務所田園振興課で土地

改良事業の経理事務に携わっていました。そこで、

基盤整備グループの長として恩師川嵜太久馬先生が

着任されたのです。先生は自己紹介の締めくくりに、

「ズバッと斬ってみたい人、一緒にやりましょう」と

仰せられたので、間髪入れず「弟子にして下さい！」

とお願いしました。

　そうして、私は、ほとんど予備知識なく、一心無

双流居合道剣心会に入門し、川嵜先生の教えの下、

高島道場で稽古を始めることになりました。

　一心無双流は、流祖毛利伊勢守高政から数えて

十一代目の毛利友彦元春先生の直伝を受けた範士八

段山田文典総師範が率いる古流居合道の門流です。

その特徴は、「水の流れるが如し」と称される自然な

形です。現在、京都府・滋賀県に７つの道場があり、

30名ほどが修行に励んでいます。

　入門当初、夢中になって抜刀、納刀の稽古に励み、

単純に操刀法上達の喜びを感じていました。しかし、

一方で、何よりも楽しかったのが、職業・年齢が異

なる一門の方々との交流（特に飲み会）でした。当流

他道場の方々が集まる昇級昇段審査会や大きな演武

会の終了後の宴会では、「さあ、俺の出番だ」とばか

りに張り切り、「実はこっちが目的なんです」と口に

する始末でした。

　しかし、時が経つ中で、少しずつ変わってきました。

一心無双流では、奥居合を別として 13 本の形があり、

その中で５本の形が初伝、つまり基本形とされています。

滋賀県健康医療福祉部生活衛生課
課長補佐

中 野  秀 人

修行の道に
終わりなし！

長濱八幡宮 
奉納演武での試斬演武

私の好きな

時 間
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私の好きな時間

　数少ない基本形ですが、繰り返し基本形を抜く中

で、如実に感じることがあります。それは、自分の

身体が、いかに自分の言うことを聞かないか、とい

うことなのです。体のいろんな部分がまったく思っ

たとおりに動きません。

　ところが形稽古を繰返す中で、稀に、はっとひとつ

気づくと、３つか４つの問題点が一気に解決すること

があるのです。無数に絡まった糸の塊から一本だけ

引っ張るだけで、すべてが解けるような感覚です。こ

の感動を一度でも味わうと、もう、居合道はやめら

れません。とはいえ、一度や二度、そういうことがあっ

ても、形の理想にはまだまだ遠く、修行に終わりは

ありません。ということは、突き詰めていくと、まだ

まだ、何度もその感動は、あるに違いないのです。

　修行を進める中で強く感じるのは、「形」には先人

の知恵の集積が精髄として結晶していることであり、

刀を操る身体の究極の合理性が「形」に結実してい

ると、感嘆せざるを得ません。

　徐々に居合道の魅力にのめり込んでいった私は、

この楽しさ、価値に導いて下さった諸先生への恩返

しはどうしたら良いのか、と思いが胸中を去来する

ようになります。思いつめた末に、この素晴らしい

一心無双流居合道を後世に正しく伝えることが恩返

しだ、という考えに至りました。

　そこで、無謀にも新道場開設を山田文典先生にお

願いしたところ、快くお許しをいただき、平成 26

年２月に一心無双流の７番目となる大津道場を開く

にこととなりました。

　現在では、大津道場には、滋賀県庁職員を中心に

7 名の剣士が在籍し、それぞれが真面目に稽古に取

り組んでおり、どんどん力をつけています。

　私も道場生に負けてはいられません。指導者とし

てますます稽古に励む必要があります。山田文典

先生からは、来年４月には、六段位の審査を

受けるように命じられており、その折には、

流派一門の誉れに相応しい演武をしなけれ

ばなりません。

　とはいえ、居合道修行に対

して「辛い、苦しいのを耐え忍ぶ、と

いうイメージ」を持っていただくのは

間違いです。仕事を終えて道場に向かうときは、「し

んどいなあ」と思うことが多々ありますが、稽古を終え

てみると、汗をかいてとても清々しい気分になります。

　入門以来、色々と環境や考えは変わってきました

が、ずっと変わらず思っていることがあります。そ

れは「こんなに楽しいこと、やらずにいられる理由

がない！」ということです。私は、これから先も流

派一門の仲間たちと、生涯、居合道を続けていくつ

もりです。

伊勢神宮奉納古武道演武大会にて（筆者向かって一番左）

範士八段 
山田文典総師範の切下げ



ダクタイル鉄管  No.10568

　この 4月に東北支部長に着任しました 桂島 剛 です。よろしくお願いいたします。
私は昭和 56 年に旧泉市（現　仙台市泉区）に土木職として採用され、以降水道一筋で勤務し今
年の 3月に退職しました。在職中は、配水管の設計・監督はもとより、今では多くの事業体が委
託事業として直接携わることが少なくなったメーター検針、また、土木職としては経験すること
が少ない水質検査業務や浄水場の運転管理なども経験させていただき、大変難しくもあり、楽し
い時間を過ごさせていただきました。
　一方、その経験の中では、平成 23 年 3月に発生した東日本大震災を代表とする大震災や、四
国・中国地方に大きな被害をもたらした平成 30 年 7月豪雨災害、また、岩手県沿岸部等に大き
な被害をもたらした平成 28 年台風第10 号災害など多くの災害の発生も経験してまいりました。
その中で自らの街の復旧、他の被災地への支援など様々な形で携わることもできました。
　これまで水道に携わる人々の中では、自然災害への対策といえば地震対策が大きなウェイトを
占めてきました。しかし、近年では、地震災害のみならず台風や豪雨による、浸水、河川の氾濫、
土砂崩れ、土石流の発生など、これまで稀にしか発生しなかった大きな災害が毎年のように発生
しています。これらのことから、水道業界におきましてもあらゆる災害を想定して、その対策を
立てていくことが求められる時代になってきたと考えています。
　我が国の水道施設は、高度成長期の「建設の時代」を経て「維持管理の時代」、そして現在は「更
新の時代」へと変化しています。しかしながら、水道を取り巻く環境は、人口減少に伴う料金収
入の減少や技術者の減少といった厳しい状況になっており、その中で水道事業者には災害対応力
の強化はもとより、高いレベルの水質と安定的な給水の継続が求められています。
　これらの問題を解決するためには、昨年の水道法改正のポイントの一つの「連携」がこれから
は非常に重要になると考えています。特に中小規模の事業体ではその傾向は顕著になると思われ
ます。そのような中で、協会という立場で事業体や関係者との「連携」に対し、これまでの経験
を活かし微力ではありますが、お手伝いができればと考えております。

新支部長就任のご挨拶　【東北支部】

東北支部長　桂島　剛

東北支部長就任のご挨拶
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新支部長就任のご挨拶　【中国四国支部】

中国四国支部長　野津山　宏

　本年 4月に当協会中国四国支部長に就任しました野津山です。どうぞよろしくお願いします。
私は、広島市水道局を本年 3月末に退職しましたが、入局当時（38 年前）からを振り返ってみま
すと、水道事業は拡張の時代から維持管理の時代を経て、現在では、経営基盤の強化による持続
の時代へと大きく様変わりしています。私はこうした時代の変化の只中で、水道一筋で仕事に携わ
らせていただきましたが、事務職として在職中は、主に企画・経営・財務畑を歩み、なかでも料金
改定を幾度か経験させてもらい、地域独占的な公共料金に対する市民の目は大変シビアであるこ
とを痛感するとともに、改定による貴重な財源は市民の負担増の上に成り立つものなので、より効
果的に活用していかなければならないという思いを強く抱いたものでした。
　また、最後の年には、平成 30 年 7月豪雨災害の発生により、西日本を中心に大きな被害に見
舞われ、広島市では自らの災害対応とともに、他の被災地への災害応援やその調整に追われました。
ここでは、被害が拡大した場合には、一事業体のみでの災害対応には限界があるため、日頃から
他事業体と連携を図っておくことの重要性を再認識したところです。
　近年、水道事業は、節水に人口減少も相まって水需要の減少が進んでいくなか、老朽施設の更新、
災害対策の推進、これらの要となる人材の確保や技術の継承など、大きな課題に直面しています。
こうしたなか、昨年、水道法が改正され、官民連携や広域連携により経営基盤の強化を図り、こ
うした事態を打開し、事業の持続そのものが求められるようになりました。
　これからの水道事業は、官民連携・広域（官官）連携、さらには災害対応の連携として、「連携」
がキーワードになっていきますので、これまでの体制に留まることなく、さまざまに最適な連携を
模索し続けてくことが大切です。また、そのためには、これまで以上に、産官学、水道界を挙げて
さまざまに知恵を出し合い取り組んでいくことが必要です。
　私自身、これまでの事業体（官）での経験を活かしながら、民の立場から、当協会の一員として、
また、水道界の一員として、微力ながら水道事業の持続の一助に取り組んでまいりたいと思います。

中国四国支部長就任のご挨拶
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新支部長就任のご挨拶　【中国四国支部】
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すと、水道事業は拡張の時代から維持管理の時代を経て、現在では、経営基盤の強化による持続
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果的に活用していかなければならないという思いを強く抱いたものでした。
　また、最後の年には、平成 30 年 7月豪雨災害の発生により、西日本を中心に大きな被害に見
舞われ、広島市では自らの災害対応とともに、他の被災地への災害応援やその調整に追われました。
ここでは、被害が拡大した場合には、一事業体のみでの災害対応には限界があるため、日頃から
他事業体と連携を図っておくことの重要性を再認識したところです。
　近年、水道事業は、節水に人口減少も相まって水需要の減少が進んでいくなか、老朽施設の更新、
災害対策の推進、これらの要となる人材の確保や技術の継承など、大きな課題に直面しています。
こうしたなか、昨年、水道法が改正され、官民連携や広域連携により経営基盤の強化を図り、こ
うした事態を打開し、事業の持続そのものが求められるようになりました。
　これからの水道事業は、官民連携・広域（官官）連携、さらには災害対応の連携として、「連携」
がキーワードになっていきますので、これまでの体制に留まることなく、さまざまに最適な連携を
模索し続けてくことが大切です。また、そのためには、これまで以上に、産官学、水道界を挙げて
さまざまに知恵を出し合い取り組んでいくことが必要です。
　私自身、これまでの事業体（官）での経験を活かしながら、民の立場から、当協会の一員として、
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中国四国支部長就任のご挨拶
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　8月6日～ 9日の４日間、パシフィコ横浜にて「下水道展 ’19 横浜」が開催され、日本ダクタイル
鉄管協会も「下水道の未来・暮らしの未来を支えるダクタイル鉄管」と題して出展しました。ブース前
面に大型モニターを配置して耐震継手ダクタイル鉄管による圧送管路のご提案を主体とした映像を上
映するとともに、GX 形、ＮＳ形Ｅ種管の実物カットサンプル、耐震継手ダクタイル鉄管手動模型、内
面エポキシ樹脂粉体塗装の実物サンプルおよび各種パネル等を展示いたしました。実物を実際に見て、
触れてもらって、多くのお客様にダクタイル鉄管の良さを体感していただくことができました。

「下水道展 ’19 横浜」に出展
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　日本ダクタイル鉄管協会では、2019 年度も管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情
報や先進事業体の実例に関するセミナーを学識者や事業体職員を講師に招いて、全国１２会場で実施
しました。

支部 会場 講師 テーマ

関東

11月12日（火）前橋市
群馬県青少年会館
前橋市荒牧町 2 番 12

管路更新を促進する
工事イノベーション研究会委員 管路更新を促進する為の取り組みについて

京都大学大学院工学研究科
都市社会工学専攻　教授　清野 純史氏 地震とライフライン被害

11月28日（木）千葉市
千葉市生涯学習センター
千葉市中央区弁天 3-7-7

札幌市水道局給水部
給水部長（水道技術管理者）　阪 庄司氏

北海道胆振東部地震を主とする
複合災害と対応

名古屋大学減災連携研究センター
准教授　平山 修久氏 令和時代における水道事業のレジリエント

関西・
中国四国
共催

11月26日（火）高松市
サンポートホール高松
（第2小ホール）
高松市サンポート 2-1

京都大学大学院工学研究科
都市環境工学専攻　教授　伊藤 禎彦氏

人口減少下における水道システムを考える
〜浄水処理施設から水道料金問題まで〜

八戸圏域水道企業団
工務課課長　内宮 靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

11月以降の開催予定

2019 年度ダクタイル鉄管協会セミナー  全国１２会場で開催

北海道支部

関東支部

関西支部

東北支部

九州支部
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　日本ダクタイル鉄管協会では、2019 年度も管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情
報や先進事業体の実例に関するセミナーを学識者や事業体職員を講師に招いて、全国１２会場で実施
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11月28日（木）千葉市
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千葉市中央区弁天 3-7-7

札幌市水道局給水部
給水部長（水道技術管理者）　阪 庄司氏

北海道胆振東部地震を主とする
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高松市サンポート 2-1

京都大学大学院工学研究科
都市環境工学専攻　教授　伊藤 禎彦氏

人口減少下における水道システムを考える
〜浄水処理施設から水道料金問題まで〜

八戸圏域水道企業団
工務課課長　内宮 靖隆氏 強靭な水道施設に向けた管路耐震化

11月以降の開催予定

2019 年度ダクタイル鉄管協会セミナー  全国１２会場で開催

北海道支部

関東支部

関西支部

東北支部
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●巻頭言は、８月１日付けで厚生労働
省医薬・生活衛生局水道課長に就任
された熊谷さんに執筆いただきまし
た。街歩きを趣味とされており、そ
の楽しみ方、そして水道との関わりに
ついて書かれています。また、７月９
日付で国土交通省水管理・国土保全
局下水道部長に就任された植松さん
には、特別寄稿として「下水道事業
の持続性向上への取り組み」として
執筆いただきました。

●座談会は、管路更新を促進する工事
イノベーション研究会について、座長
の滝沢教授とモデル事業体の職員の
皆様に、実際の現場でどういった問
題が発生しているのかを、ざっくばら
んに語り合っていただきました。新し
い取り組みを実施されていますので、

数々の場面で御苦労されています。
滝沢教授から「今後、水道事業体の
職員は水道事業で何をするのかを、
市長部局に理解していただかないと
いけません。水道事業体の職員は本
来、将来計画に対する責任を」とい
う言葉が印象的でした。この研究会
の取り組みが広がっていくことを期待
します。

●事業体の広報の取り組みについて執
筆いただいている事業体だより、今
号も 10 の事業体から原稿をいただき
ました。スタートした 92 号では４事
業体だったのですが、今では多くの
事業体から原稿をいただけるコーナー
となりました。他都市の取り組みを、
参考にしていただければ幸いです。
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編集後記

東京都千代田区九段南4丁目8番9号（日本水道会館）
電話03（3264）6655（代） ＦＡＸ03（3264）5075
大阪市中央区南船場4丁目12番12号（ニッセイ心斎橋ウェスト）
電話06（6245）0401 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目41番地（札幌2・2ビル）
電話011（251）8710 ＦＡＸ011（522）5310
仙台市青葉区本町2丁目5番1号（オーク仙台ビル）
電話022（261）0462 ＦＡＸ022（399）6590
名古屋市中村区名駅3丁目22番8号（ 大東海ビル）
電話052（561）3075 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2番23号（野村不動産広島ビル8階）
電話082（545）3596 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神2丁目14番2号（ 福岡証券ビル）
電話092（771）8928 ＦＡＸ092（406）2256








